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「どこかの誰か」 への想像力と連帯が未来をつくる

　
　私は 1991 年から 34 年間、太平洋人材交流セ
ンター（ＰＲＥＸ）という財団で、途上国の行
政官や、企業経営者の人材育成プログラムの
企 画・実施など、国際協力事業に携わってき
ました。
　途上国の社会の安定と経済的繁栄は、地域や
世界の平和に欠かせません。日本に暮らす私た
ちの日常も、今や世界の出来事と無関係ではあ
りません。「どこかの誰か」の犠牲の上に成り
立つ日常ではなく、世界中の人々が将来の夢を
持ち、それを叶えられる環境であってほしい。
そんな願いを胸に、仕事に邁進してまいりま
した。
　一方で、これまでの業務を通してジェンダー
平等へのアプローチが十分ではなかったのでは
ないか、という自戒もありました。だからこ
そ、2022 年から国連ウィメン日本協会大阪の
理事として活動に携わり、ジェンダー平等をテ
ーマに日本や世界の実情を学び発信する機会
を得られたことは、私にとって大変有意義な経
験となりました。
　これまでの活動の中で、強く印象に残ってい
るのは、 2023 年 4 月に開催されたウクライナ

瀬戸口 恵美子 さん (国連ウィメン日本協会大阪 前理事）

出身のバンドゥーラ奏者、カテリーナさんによ
るチャリティコンサートです。彼女の美しい歌
声とバンドゥーラの音色、母国の平和を願う強
い想いが会場を包み込み、連帯の輪が広がった
あの瞬間は、今も胸に残っています。
　あわせて印象深いのが、翌年2024年に開催
された本会の設立 20 周年記念イベントです。
女性差別撤廃の取り組み、賃金格差や差別の交
差性などについて、困難に立ち向かい行動し続
けている皆さまのお話から、情熱のバトンを繋
ぎ、輪を広げることの大切さを改めて実感しま
した。

　平和の根底に必要なのは、基本的人権の保障
であり、「社会的弱者」とされる人々への差別
や無配慮をなくすことです。「力」ではなく、
対話と相互理解に基づいた関係を築くこと。
それは特別なことではなく、私たちの日常の至
る所で実現できるはずです。異なる属性を持つ
人々との交流を通じて「どこかの誰か」の存在
に想像力を働かせ、連帯すること。その積み重
ねこそがより良い未来を創ると信じています。
　最後になりますが、活動を支えてくださった
皆さま、そしてこれまでの素晴らしいご縁に心
より感謝申し上げます。国連ウィメン日本協会大阪 定例役員会の様子

(左）2023年開催 チャリティコンサートの様子
(右）2024年開催 国連ウィメン日本協会大阪 20周年記念事業の様子







年会費(1月1日～12月31日）

個人会員：1口 2,000円 以上　　
団体会員：1口 5,000円 以上

国連ウィメン日本協会大阪は、女性のための国連機関であるUN Womenを大阪から支援する団体です。
皆さまからの募金、及び活動の純益は、UN Womenを通じ、世界の女性と少女のために使われます。

会員の皆さまには、各種お知らせ、イベントのご案内等をお
送りいたします。

寄付金、年会費の振込先会員募集
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新理事紹介

ネットワーク会議に参加しました。report

  東京で開催された「国連ウィメン日本協会 協力協定団体ネットワーク会議」に
参加しました。会議には、大阪のほか、東京、北九州、さくらの協力協定団体が
集まり、2025年度の活動報告や2026年度の事業展開について発表が行われまし
た。各団体の発表後の意見交換では、団体の認知度向上や広報の重要性、地道
な活動の積み重ねが支援につながる意義について共有されるとともに、会員の
確保や、役員の担い手の確保といった課題も挙げられました。また、各団体か
らセミナーや映画祭など多様なイベントを通じて支援につなげている工夫につ
いても聞くことができ、今後の活動に活かせる多くの示唆を得ることができま
した。他団体と直接交流する貴重な機会となり、それぞれの取組に刺激を受
け、今後の活動への励みとなる有意義な時間となりました。

2026年3月7日(土)

一般財団法人大阪教育文化振興財団
専務理事　飯田明子さん

  このたび、国連ウィメン日本協会大阪で理事を務めさせていただくことになりました。長く大阪市役所で、
主に生涯学習・社会教育や学校教育行政に携わり、こどもの貧困対策など人権問題にもかかわってまいり
ました。また、クレオ大阪で勤務したこともありました。2024年に退職後は、子どもたちの健全育成や生涯
学習に関する事業を行っている一般財団法人大阪教育文化振興財団に勤務し、キッズプラザ大阪の館長も
務めております。これまで、私自身は広く世界の女性たちの現状に目を向ける機会はあまり多くはなかった
ように思いますが、長く続くウクライナへの侵攻など、今も世界各国で続く武力紛争により、女性たちが置
かれている状況に思いを馳せますと、ジェンダー平等への道のりはまだまだと感じずにはいられません。　
世界の女性たちのエンパワメントに向け、皆さまとともに学びながら、まずはできるだけ多くの方に知って
いただけるよう、できることから取り組んでいければと思っておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。

一般財団法人 大阪男女いきいき財団内


